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はじめに 
 
Handwriting Data Collection and Conversion System とは  
本アプリケーションソフト（以下「HCC」）は、自分で作成・設定したフォームに、デジタ
ルノートパッドで書き込んだ情報を CSVファイルにコンバートすることが出来ます。 
 
システム必要条件 

Intel Pentium4 2GHz以上の CPU 
1024ｘ768以上の表示が可能なディスプレイ パソコン環境 
USBコネクタを備えた PC/AT互換機 

対応 OS Windows VISTA / XP 
対応デジタルノートパッド Technote TN-A401（A4対応）/ TN-A501（A5対応） 
 
内容物 
・ Technote本体 
・ デジタルインクペン 黒・赤・青×各 1本 
・ 本体用単 4アルカリ電池×4本 
・ デジタルインクペン用ボタン電池(PR48)×3個 
・ USBケーブル タイプ Aオス-mini Bオス(ケーブル長：1.0m) 
・ オリジナルメモ帳 
・ キャリングケース 
・ HCCソフトウェア CD-ROM×1枚 
・ HCC 取扱説明書 
・ デジタルインクペン用替え芯黒・赤・青×各 1本 
・ 本体電池カバー固定用ネジ・ドライバー×1セット 
 
商標情報 
“Technote”および“TN-A501 / TN-A401”は有限会社海連、スリーエーシステムズ有限
会社、ポトス株式会社の登録商標です。 
“Microsoft”と“Windows”はマイクロソフト株式会社の登録商標です。 
“Pentium”はインテル株式会社の登録商標です。 
“Adobe”と“Acrobat”はアドビ・システムズの登録商標です。 
他のすべての商標はそれぞれの所有者が保持する商標です。 

 
 
 
 
 
製品のサポート 
有限会社 海連 ユーザーサポート係 
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住所：       〒359-1115 埼玉県所沢市御幸町 11-1 
 
※操作に関してのお問合せは、問合せ専用メールアドレスでお受けいたします。お問合せ

には平日 24時間以内にご回答申し上げます。 
 
e-mail：      support@kairen.co.jp 
 
サポート時間： 10:30～18:30 （土・日曜日、祝祭日を除く） 
 
著作権表示 
本書に含まれる内容のすべては有限会社 海連が著作権を有しております。 
本書に含まれる内容の全体もしくは一部を、無断で複製、あるいは頒布する行為を 
一切禁じます。 
注：このマニュアルの中で言及された仕様書は予告なしに変更の対象です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ソフトウェアのインストール 
※必ず管理者（Administrator）権限にてインストールを行ってください。 

・アプリケーションCDをCD-ROMドライブのトレイに挿入する 
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アプリケーションCDの内容が自動的に読み込まれて「セットアップウィザード」が起動し

ます。 

表示された内容を確認して[次へ（N）＞]をクリックします。 

 
・HCCのインストール先を指定します。 
デフォルトのインストール先は、「C:¥Program Files¥KAIREN￥HCC¥」になります。イ
ンストール先を変更する場合は[参照（R）]をクリックして、インストールするフォルダを
選択します。 

 
※使用するユーザーにチェックを入れてください。 
 
 
・インストールの確認 
表示された内容を確認して[次へ（N）＞]をクリックします。 
 



 8 

 
 
・インストールの完了 
自動的にインストールが完了し、メッセージが表示されます。 
表示された内容を確認して[閉じる（C）]をクリックします。 
 

 
※正規版をご購入いただいたお客様は、メインメニューからシリアル番号の入力を行って

ください。 
※インストールから 90日経過した後、シリアル番号の入力を行わないと本プログラムを起
動することが出来なくなります。 
 
●注意事項 
・本ソフトウェアのインストールは、必ず管理者（Administrator）権限にて実行してくだ
さい。 
・本ソフトウェアのインストール前に、Windowsのアップデートを行っておいてください。 
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・ご利用いただくパソコンにMicrosoft NET Framework 2.0がインストールされてい
ないときは、HCC のインストールと同時にMicrosoft NET Framework 2.0もインス
トールされます。 
・Microsoft NET Framework 2.0をインストールした場合は、本ソフトウェアを起動
する前に Windowsのアップデートを行に Service Packや修正プログラムをアップしてお
いてください。 
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第 1章 HCCの機能と活用の流れ 

 

 

① 定型フォームの作成 
定型フォームをWordや Excelなどで作成し、PDFファイルで保
存します。  
既存のフォームをスキャナで取り込み、PDFで保存しても使用で
きます。 
 

 

② 項目属性データの作成 
保存した PDFに項目属性とCSVデータを出力する際の項目値を
定義します。 
 

 

③ 定型フォームの印刷 
作成された定型フォームの印刷を行います。 
普段使っているプリンタで普通紙に印刷できます。 

 

④ 定型フォームへの記入 
印刷した定型フォームをデジタルノートパッドにセットして、専

用ペンで情報を記入します。 

 

 

⑤ 記録したデータの転送 
デジタルノートパッドをパソコンに接続し、記録したデータをパ

ソコンに転送します。 
 

 

⑥ 手書きデータの CSV変換 
記録されたデータを解析して CSVファイルに変換します。 
実際に記入されたデータを確認しながら変換を行えます。 

 

 

⑦ CSVデータの校正と CSVデータの活用 
記録されたデータを確認しながらデータの修正・校正を行う事が

できます。 
出力された CSV データを加工してデータの整理や分析が可能で
す。 

 
 



 11 

第 2章 メインメニュー 

 
アプリケーションの起動 
HCCの起動方法には、次の 2つの方法があります。 
 
●「スタート」＞「すべてのプログラム」＞「HCC」＞「HCC」をクリックして、アプリ
ケーションを起動します。 
●デスクトップ・アイコンをクリックして、アプリケーションを起動します。 
 
アプリケーションを起動すると「メインメニュー」ウィンドウが表示されます。 
 

 
 
メインメニューの説明 
メインメニューの各メニューボタンをクリックすると、それぞれの作業用のウィンドウが

表示されます。各メニューの内容は以下の通りです。 
 
運用フォームの作成： 
PDFに項目属性（手書き文字の認識、レ点・○囲み判定など）と CSVデータを出力する際
の項目値を定義します。 
 
手書きデータの読み込みと変換： 
手書きデータをパソコンに読み込み、記録されたデータを解析して CSVファイルに変換し
ます。 
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印刷機能： 
項目属性を定義した運用フォームを印刷します。また、運用フォームに手書きデータを重

ねて印刷することもできます。 
 
PDFファイルのページ分割： 
HCCで利用するために複数ページの PDFファイルを 1ページごとに分割します。 
 
手書きデータのページ分割： 
通常の操作では必要ありませんが、デジタルノートパッドの改ページボタンを押さずに、

複数枚のデータを記入した場合、任意のストロークでページの分割ができます。 
 
変換データの修正： 
記録されたデータを確認しながら CSVファイルの修正・校正を行うことができます。 
 
ヘルプ：シリアル番号入力 
シリアル番号を入力し、体験版の制限を解除します。 
ヘルプ（H）をクリックすると「HCC MENUのバージョン情報」ウィンドウが表示されま
す。 
 

 

 
※正規版をご購入いただいたお客様は、シリアル番号の入力を行ってください。 
※インストールから 90日経過した後、シリアル番号の入力を行わないと本プログラムを起
動することが出来なくなります。 
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[シリアル番号ボタン]をクリックすると「シリアル番号入力」ウィンドウが表示されます。 

 
弊社から発行されたシリアル番号を入力して[OK]をクリックしてください。 
※試用期間が過ぎたあとにプログラムを起動すると、以下の画面が表示されます。 
その場合、上記と同様にシリアル番号を入力してください。 

 
その他の機能 
・ウィンドウの固定 
メニューバーの「ツール（T）」＞「オプション（O）」をクリックすると環境設定ウィンド
ウが表示されます。 

 
「ウィンドウの位置を保存する（W）」に チェックをつけると、今後アプリケーションを
起動した時、メインメニューのウィンドウの位置を固定できます。 
再度クリックし、チェックをはずすとウィンドウの位置を固定が解除されます。 
※現在表示されている位置に固定されます。 
 
・デジタルノートパッドの位置補正の初期値を設定する 
デジタルノートパッドから取り込んだ手書き文書の位置補正の初期値を設定することがで

きます。 
初期状態では A4（水平方向：-5mm、垂直方向：12mm）、A5（水平方向：0mm、垂直方
向：0mm）に設定されています。 
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第 3章 -メイン機能- 運用フォームの作成 

 
画面説明 

 
 
番号 名称 説明 

1 メニューバー 運用フォームの作成の機能全般 
2 イメージウインドウ 項目属性の設定を行うウィンドウです 

3 
項目属性ファイルの概要

ウィンドウ 
編集しているファイルの概要やメモを記入できます 
出力ファイルの設定ができます 

4 項目属性一覧ウィンドウ 設定した項目属性の一覧を表示します 
5 最小化ボタン ウィンドウを最小まで縮小してタスクバーに置くボタン 
6 最大化ボタン ウィンドウを拡大するボタン 
7 閉じるボタン ウィンドウを閉じるボタン 

 
 
 
 
 
項目属性ファイルの新規作成 
メニューバーの「ファイル（F）」＞「新規作成（C）」をクリックします。 
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「ページ分割ファイルの選択」のダイアログボックス内にて項目属性を付けるファイルを

検索し、ダブルクリックまたは、[開く（O）]ボタンをクリックして該当ファイルを開きま
す。 

 
 
項目属性を指定する範囲を設定する 
定型フォームに項目属性を設定する作業は「イメージウインドウ」で行います。 
「イメージウインドウ」上部の「選択範囲」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
項目属性を設定したい範囲をマウスの左ドラックで指定します。 
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選択した範囲が緑色に表示されます。 
 

 

項目属性の内容を設定する 
緑色に表示された範囲の上にマウスカーソルを移動し、マウスを右クリックします。 
指定した選択範囲がオレンジ色に変わり、ポップアップメニューが表示されます。 
 

 
 
番号 名称 説明 

1 指定範囲 範囲指定した場所を数字（mm）で表記します 
2 項目名 項目の名称を入力します 
3 接頭語追加ボタン 「項目名」に登録した接頭語を追加します 
4 項目タイプ 認識する項目のタイプを選択します 
5 OKボタン 入力した設定を反映します 
6 キャンセルボタン 入力した設定をキャンセルします 
7 削除ボタン 指定した選択範囲を削除します 

 
 
 
 
 
１．指定範囲を確認する 
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現在項目属性を設定している範囲の座標が表示されます。テキストボックスに直接数値を

入力することで微調整することができます。 
 
２．項目名を設定する 
接頭語ボタンの右横のテキストボックスに項目名を入力します。 
 
３-１．項目タイプを選択する 
項目タイプの右横にあるチェックボタンをクリックすると、項目タイプの一覧が表示され

ます。 
設定する項目タイプを選択します。 

 
 
「手書き文章認識項目」 ： 手書き文字をテキストデータとして認識します。 
「選択項目」  ： レ点や○囲みなどの選択項目として認識します。 
「フリーハンド項目」 ： 手書き文字を画像データとして保存します。 
 
３-２．項目タイプを設定する -手書き文字認識項目- 
項目タイプで「手書き文章認識項目」を選択します。 
字種の右横にあるチェックボタンをクリックすると、字種の一覧が表示されます。 

 

 
選択範囲に記入される手書き文字の種類を選択します。 
認識させたい項目の左の枠にチェックをつけます。 
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①基本的な文字種の選択 
日本語変換 すべての文字種を認識します。 
英語変換 アルファベット、記号、数字、ギリシャ文字、句読点を認識します。 
※「日本語変換」「英語変換」は排他的な選択となります。 

 
②文字種の組み合わせ選択 
漢字 JIS第一水準漢字、JIS第二水準漢字、句読点を認識します。 
ひらがな ひらがな、記号、句読点を認識します。 
カタカナ カタカナ、記号、句読点を認識します。 
ローマ字 アルファベット、記号、句読点を認識します。 
全角数字 数字を全角数字として認識します。 
半角数字 数字を半角数字として認識します。 
※「全角数字」「半角数字」は排他的な選択となります。 

 
③特殊用途の選択 
数値 数字を認識します。 
メール/Webアドレス アルファベット、半角数字、記号を認識します。 
電話番号 半角数字、記号限定（「（」「)」「-」）を認識します。 
※各項目は排他的な選択となります。      

※変換文字種の詳細は巻末資料をご覧ください。 

 
３-３．項目タイプを設定する ð選択項目- 
項目タイプで「選択項目」を選択します。 
選択タイプの右横にあるチェックボタンをクリックすると、選択タイプの一覧が表示され

ます。 
 

 
認識させる選択タイプを選択します。 
 
選択タイプは以下の通りです。 
レ点選択 チェックボックスにチェックが入った時に、設定した項目値を出力します。 
囲み選択 選択範囲をまるで囲んだ時に、設定した項目値を出力します。 
※各項目は排他的な選択となります。 

３-４．項目タイプを設定する ðフリーハンド項目- 
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項目タイプで「フリーハンド項目」を選択します。 
画像タイプの右横にある チェックボタンをクリックすると、画像タイプの一覧が表示さ

れます。 
 

 
保存するファイルタイプを選択します。 
記入した手書きデータと一緒に背景の画像も出力したいときは「背景出力」の□をクリッ

クしてチェックを付けます。 
 
項目値を設定する 
項目値の右横のテキストボックスに CSVに出力する項目値を入力します。 
 
全ての設定を入力し、[OK]ボタンを押します。 
指定範囲の項目設定が完了し、範囲が緑色から水色に変わります。 
 
項目属性を指定する範囲を修正する 
水色に表示された範囲の上にマウスカーソルを移動し、マウスを右クリックします。 
指定した選択範囲がオレンジ色に変わり、項目属性の設定と同じポップアップメニューが

表示されます。 
 

 
内容を修正して[OK]ボタンを押します。 
 
項目属性を指定する範囲を削除する 
水色に表示された範囲の上にマウスカーソルを移動し、マウスを右クリックします。 
指定した選択範囲がオレンジ色に変わり、項目属性の設定と同じポップアップメニューが

表示されます。 
[削除]ボタンを押すと、指定した範囲が消去されます。 
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複数の項目名を設定する 
複数の指定範囲の項目名に接頭語を追加することができます。 
「Ctrlキー」を押しながら設定範囲を左クリックするか、「Ctrlキー」を押しながら指定し
たい設定範囲が含まれるように左ドラッグすることで、グループ化することができます。

指定した範囲は「薄黄色」に変わります。 

 

 
薄黄色に表示された範囲の上にマウスカーソルを移動し、マウスを右クリックします。 
接頭語ポップアップメニューが表示されます。 

 
テキストボックスに追加する接頭語を記入します。 
[接頭語追加]ボタンをクリックし、次に[OK]ボタンをクリックします。 
入力した接頭語がメモリに保存され、項目設定ポップアップメニューの[接頭語追加]ボタン
で、記憶した接頭語を追加できます。 
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項目属性ファイルの概要について 
この項目では現在編集している項目属性ファイルの名前と概要をメモすることができます。 
ここで記入した内容は CSVファイルには出力されません。 
また、変換日時と DNTファイル名を CSV ファイルに出力するかどうかを設定することが
出来ます。 
 
項目属性ファイルの概要を表示する 
メニューバーの「表示（V）」＞「項目属性ファイルの概要（D）」をクリックします。 
項目属性ファイルの概要ウィンドウが表示されます。 
 

 

ファイルの名前と概要などを記入して、メモとして活用ください。 
 
「変換日時を変換データファイルに出力する」の左の枠にチェックをつけると、「手書きデ

ータの読み込みと変換」で出力される CSVデータに変換した日時を出力します。 
「変換日時の見出し名」の右側のテキスト枠に変換時の項目名を設定することができます。 
 
「手書きデータ保存先情報を変換データファイルに出力する」の左の枠にチェックをつけ

ると、「手書きデータの読み込みと変換」で出力される CSV データに変換したファイル名
を出力します。 
「保存先情報の見出し名」の右側のテキスト枠に変換時の項目名を設定することができま

す。 
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項目属性ファイルの一覧 
設定した項目属性を一覧表示・編集することができます。 
 
項目属性の一覧を表示する 
メニューバーの「表示（V）」＞「項目属性の一覧（L）」をクリックします。 
項目属性の一覧ウィンドウが表示されます。 
 

 
 
番号 名称 説明 

1 ページタブ 現在表示しているページ番号を表示します 
2 表示項目（見出し） 設定する項目のタイトル名です 
3 項目設定一覧フィールド 設定した項目の内容を表示するエリアです 

 
表示項目の設定 
項目属性一覧の見出し部分でマウスを右クリックすると、表示項目を選択するポップアッ

プが表示されます。 
 

 
 
項目名以外をマウスクリックすると表示の ON／OFFを切り替えることが出来ます。 
※項目名は必ず表示させる仕様になっています。 
 
 
 
 

1 
2 

3 
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項目属性の表示順の変更 
項目属性一覧の見出し部分を横にドラッグすると表示順を変更することが出来ます。 

 
 
項目属性の並び替え 
項目属性一覧の見出し部分を左クリックすると、ソート状態を切り替えることが出来ます。 
ソート状態はマウスで左クリックするごとに、ソートなし→昇順ソート→降順ソート→ソ

ートなしと変化します。 
 
オプション設定ウィンドウの設定 
オプション設定ウィンドウで手書きデータファイルのリネームルールと、ソート順および

表示順の設定を行うことが出来ます。 
 
メニューバーの「ツール（T）」＞「オプション（O）」をクリックします。 
環境設定ウィンドウが表示されます。 

 
 
 
 
 
 

見出し部分をドラッグして移動すること

で、表示順を変更できます。 
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項目属性の編集 -修正- 
項目設定一覧ウィンドウで、編集したい項目の行を左クリックすると、行全体が反転表示

され、イメージウインドウの対応する選択範囲がオレンジ色に変わります。 
反転表示された行の上にマウスカーソルを移動し、マウスを右クリックすると、項目属性

の設定と同じポップアップメニューが表示されます。 
 

 
内容を修正して[OK]ボタンを押します。 
 
項目属性の編集 - コピー / 貼り付け / 削除 - 
項目設定一覧ウィンドウで、任意の属性項目の行を左クリックすると、行全体が反転表示

されます。 
反転表示された行の上にマウスカーソルを移動します。 
 
属性項目のコピー：「Ctrl + C」 
 選択された項目属性をメモリにコピーします。 
 
属性項目の切り取り：「Ctrl + X」 
 選択された項目属性を切り取り、メモリにコピーします。 
 
属性項目の削除：「Ctrl + D」 
 選択された項目属性を消去します。 
  
属性項目の貼り付け：「Ctrl + V」 
 メモリにコピーした項目属性を貼り付けます。 
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第 4章 -メイン機能- 手書きデータの読み込みと変換 ① 

 
デジタルノートパッドのデータをパソコンに転送する 
パソコンにデジタルノートパッドを接続すると、デジタルノートパッドの内蔵メモリはリ

ムーバブルディスクとして検出されます。 

 
リムーバブルディスクを開き、保存されているデータを、ドラッグ＆ドロップで任意のフ

ォルダに移動してください。 
 
※「Ctrl」を押したままでファイルをクリックすると、ファイルを同時に全て選択すること
ができます。 
※「shift」を押しながら２つのファイルをクリックすると、２つのファイル間にある全て
のファイルを同時に選択することができます。また、「shift」を押したままカーソルキーを
使っても同じ操作が行えます。 
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第 5章 -メイン機能- 手書きデータの読み込みと変換 ② 

 
手書きデータの CSV変換 
 
画面説明 

 
 
番号 名称 説明 

1 ページタブ 現在表示しているページ番号を表示します 
2 イメージウインドウ 項目設定した定型フォームを表示するエリアです 

3 
項目属性ファイルの概要 
ウィンドウ 

設定する項目属性ファイルの名前・概要を記入するウィ

ンドウです 

4 
項目属性一覧 
ウィンドウ 

設定した項目属性を一覧表示します 

 
 
 
 
 
 

1 

2 

3 

4 
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パソコンに移動した手書きデータを読み込む 
最初に、定型フォームを読み込みます。 
メニューバーの「ファイル（F）」＞「項目属性ファイルを開く（H）」をクリックします。 

 
 
「項目属性ファイルの選択」のダイアログボックス内にて項目属性を設定した定型フォー

ムを検索し、ダブルクリックまたは、[開く（O）]ボタンをクリックして該当ファイルを開
きます。 

 
 
次に、手書きデータを読み込みます。 
メニューバーの「ファイル（F）」＞「手書きデータを開く（D）」をクリックします。 

 
 
「手書きデータファイルの選択」のダイアログボックス内にて変換する手書きデータを検

索し、ダブルクリックまたは、[開く（O）]ボタンをクリックして該当ファイルを開きます。 
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※「Ctrl」を押したままでファイルをクリックすると、ファイルを同時に全て選択すること
ができます。 
※「shift」を押しながら２つのファイルをクリックすると、２つのファイル間にある全て
のファイルを同時に選択することができます。また、「shift」を押したままカーソルキーを
使っても同じ操作が行えます。 
 
手書きデータの位置補正 
パソコンに取り込んだ手書きのデータと、定型フォームの位置がずれているときは、位置

補正をかけて手書きデータの位置を調整します。 
 
手書きデータの位置補正の起動方法には、次の 2つの方法があります。 
●イメージウィンドゥ上でカーソルキーにて位置を調整する。 
●「位置補正」ウィンドウに数値を入力して位置を調整する。 
 
・イメージウインドウ上でカーソルキーにて位置を調整する。 
キーボード上のカーソルキーを打鍵する事で、手書き入力データの位置を補正できます。 

1.イメージウインドウ内をクリックし、ウィンドウをアクティブ状態にします。 

2.下記の表に従い、キーボードで操作が行えます。 

※上[↑]、下[↓]、左[←]、右[→]の移動が可能です。 

※[Shift]キー、[Ctrl]キーと組み合わせた操作でより細かい位置修正が可能です。 

 

 

 

 

 
・「位置補正」ウィンドウに数値を入力して位置を調整する。 
メニューバーの「変換（C）」＞「位置補正（C）」をクリックします。 

 
「位置補正」ウィンドウが表示されます。 

 
水平方向と垂直方向に移動する距離を入力します。 

キー操作 移動する距離 

カーソルキー   1ｍｍ   

[Shift] + カーソルキー   0.1ｍｍ   

[Ctrl] + カーソルキー   5ｍｍ   



 29 

※初期値は A4版に合わせて設定されています。 
※A5版をご利用の場合は水平方向・垂直方向共に「０」を入力してください。 
読み込んだ全てのデータの位置を修正する場合は「全てのページ」にチェックを付けます。 
現在表示しているデータのみ位置を修正する場合は「現在のページのみ」にチェックを付

けます。 
[適用]ボタンをクリックすると、イメージウインドウに移動後の位置が表示されます。 
 
移動後の位置を確認し、[OK]ボタンをクリックすると位置の補正が適用されます。 
 
※一度「位置補正」した運用フォームと手書きデータは、次回同じ定型フォームを開いた

ときも位置情報が保存されています。 
※「規定値として保存（S）」の左の枠にチェックをつけると、指定した数値が今後の規定
値として設定されます。 
 
項目属性ファイルの概要について 
「運用フォームの作成」と同様に現在編集している項目属性ファイルの名前と概要をメモ

することができます。 
ここで記入した内容は CSVファイルには出力されません。 
また、変換日時と DNTファイル名を CSV ファイルに出力するかどうかを設定することが
出来ます。 
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オプション設定ウィンドウの設定 
オプション設定ウィンドウで手書きデータファイルのリネームルール、格納される初期フ

ォルダと、ソート順および表示順の設定を行うことが出来ます。 
メニューバーの「ツール（T）」＞「オプション（O）」をクリックします。 
環境設定ウィンドウが表示されます。 
 

  
 
番号 名称 説明 

1 初期フォルダ設定 手書きデータや出力データを保存するフォルダを指定し

ます 
2 ウィンドウの位置保存 表示されるウィンドウの位置を保存します。 
3 リネームルール 手書きデータのリネームルールを指定します。 
4 ソートの設定 ソートの順序を設定します。 

5 
項目一覧の見出し表示 項目一覧の見出しの表示/非表示を及び表示順序を設定

します。 
 
 
 



 31 

初期フォルダの設定 
フォルダおよびファイルの自動リネームコピーについて 
「手書きデータの読み込みと変換」にて変換実行時にフォルダを自動的に作成し、DNTフ
ァイルをリネームコピーします。 
初期状態では以下のように設定されます。 
 
HCCファイル及び pdfファイルが格納されているフォルダ（例：保険契約書_サンプル） 
  ├──HCCファイル（例：保険サンプル.hcc） 
  ├──PDFファイル（例：保険サンプル.pdf） 
  ├──HCCファイルと同名のフォルダ（例：保険サンプル） 
  │   ├──手書きデータ 
  │   │    ├──HCCファイルと同名+日付+連番.dnt 
│   │    │  （例：保険サンプル 200806231830_01-001.dnt） 

  │   │    ├──（例：保険サンプル 200806231830_01-002.dnt） 
  │   │ 
  │   └──変換結果 
  │       ├──CSV 
  │       └──画像 
ここでは「手書きデータファイル」「項目属性ファイル」「変換データファイル」の初期情

報を変更することができます。 
 
ウィンドウ位置を保存する 
「ウィンドウの位置を保存する（W）」にチェックをつけると、今後アプリケーションを起
動した時、メインメニューのウィンドウの位置を固定できます。 
再度クリックし、チェックをはずすとウィンドウの位置を固定が解除されます。 
※現在表示されている位置に固定されます。 
 
ソート順を保存する 
この項目を設定すると、項目属性ファイル、手書きデータを読み込んだ時点で表示される

項目属性一覧ウィンドウの内容にソートをかけて表示することができます。 
ソートする方式（昇順／降順）を選択し、ソートする対象の項目を指定します。 
 
表示順序を保存する 
項目属性ファイル、手書きデータを読み込んだ時点で表示される項目属性一覧ウィンドウ

の内容設定できます。 
 
表示させておきたい項目の左横にチェックをつけます。 
チェックのついている項目だけが表示されます。 
表示順番を変更したい項目を選択し、[上へ（U）]または[下へ（D）]ボタンをクリックして
表示する順番を変更します。 
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手書きデータを CSVに変換する 
位置補正後に手書きデータを CSVに変換します。 
メニューバーの「変換（C）」＞「一括変換（A）」または「変換開始（S）」をクリックしま
す。 

 
 
自動的に CSVファイルの変換が開始され、項目属性一覧ウィンドウに解析された出力値が
追加されます。（下図 点線内） 

 
※変換を行った時点で、手書きデータや変換結果を格納するフォルダが作成されます。 
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出力値のソート 
項目属性一覧の見出し部分を左クリックすると、ソート状態を切り替えることが出来ます。 
ソート状態はマウスで左クリックするごとに、ソートなし→昇順ソート→降順ソート→ソ

ートなしと変化します。 
 
CSVデータの修正 
項目属性一覧ウィンドウ内で、認識したデータの修正を行うことができます。 
変更したい箇所にマウスカーソルを移動して、左クリックします。 
選択した箇所が反転し入力可能になりますので直接データを入力してください。 
 

 
 
変換結果を出力する 
新しいファイルを作成する 
新しい CSVファイルを作成する場合はこちらを選択してください。 
既存のファイルに追加する場合は後述の「既存ファイルに追記する」を参照してください。 
 
メニューバーの「変換結果を出力する（W）」＞「新しいファイルを作成（A）」をクリック
します。 

 
 
確認メッセージが表示されるので、[はい（Y）]をクリックします。 




